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別記様式(第5条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称  令和４年度 第１回総合教育会議 

開 催 日 時 
午後 ５時００分から 

令和４年６月１２日(日) 
午後 ６時２１分まで 

開 催 場 所  福津市役所 別館１階大ホール 

委 員 名 

(1) 出席委員 大嶋教育長、青木委員、 

半澤委員、今村委員、農﨑委員 

 

所 管 課 職 員 職 氏 名 

原﨑市長、赤間教育部長、水上教育部理事、石津学校教育課

長、城野教育総務課長、谷口郷育推進課長、来仙文化財課長、

鵜根総務企画係長、大峰教育施設係長、川上主事、大庭総務部

長、長野都市整備部長、香田理事兼まちづくり推進室長、羽田

野防災安全課長、緒方政策秘書係長 

会

議 

議 題 

(内 容) 
「新設校について」 

公開・非公開の別 ■公開  □非公開  □一部公開 

非 公 開 の 理 由   

傍 聴 者 の 数   

資 料 の 名 称  

会 議 録 の 作 成 方 針 

□録音テープを使用した全文記録 

■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 

会 議 録 署 名 委 員 
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そ の 他 の 必 要 事 項  

審議内容 (発言者、発言内容、審議経過、結論等) 
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１ 開会の宣言 

    香田：総合教育会議の開会に先立ちまして、傍聴者の皆様に御案内い

たします。 

 本日はたくさんの傍聴のお申し込みをいただき、ありがとう

ございます。会議の構成委員の皆様も傍聴について御了承くだ

さい。 

 会場での傍聴につきましては、福津市教育委員会会議傍聴人

規則により実施いたします。会議の妨害となるような行為、私

語や賛否表明など、声を発する行為、拍手など音を出す行為は

お控えください。また、会議の模様の録画・録音・撮影もお断

りいたします。守っていただけない場合は退出をお願いするこ

ともありますので、あらかじめ御了承願います。 

 また、本日の会議は新型コロナウイルス感染拡大防止対策と

して、この会場とは別にインターネットでの中継を実施してい

ます。配信する映像・画像・音声の権利は福津市に帰属します

ので、配信内容を許可なく他に使用することを禁止いたしま

す。 

 それでは、ただいまより令和４年度第１回福津市総合教育会

議を開会いたします。 

 私は本日の進行を務めます、まちづくり推進室の香田です。 

 本日の会議は、御手元にお配りしております会議次第に沿っ

て進めてまいります。 

 

２ 挨拶 
    香田：では、まず初めに、原﨑市長より御挨拶を申し上げます。 

    市長：市長の原﨑でございます。本日は大変御多忙の中、教育長をは

じめ教育委員の皆様、総合教育会議に御出席賜りまして、あり

がとうございます。 

 御承知のように、この総合教育会議は地方教育行政の組織及

び運営に関する法律にうたわれておりますように、教育行政に

つきまして、首長と、そして、教育委員の方で、協議する場に

位置づけられておりまして、本市にとりまして大変重要な教育

行政の案件につきまして、御協議の場を、昨年、一昨年も持た

せていただきました。 

 本日は、令和４年度の第１回の総合教育会議になります。 

 子どもたちの数がどんどん増えている本市でございますけど

も、その子どもたちがしっかりと教育を受ける権利をいただけ

ること。そして、何より大人の私どもは、子どもたちの命、そ

して、安心・安全を守るための環境というのはどういうものか

ということをベースに、しっかり気持ちを引き締めて、本日の

総合教育会議に臨めばよろしいのではないかと思います。 

 それでは、本日の会議が有意義な協議になりますことをお願
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い申し上げまして、これまでの総合教育会議のことについて少

し述べさせていただきます。 

 この総合教育会議でございますけども、平成２７年度より開

催してきました。これまでに、教育総合計画の施策の検証や教

育大綱の策定の審議及びその策定後には、教育大綱の９つの基

本目標についてテーマを選択して、教職員の働き方改革などに

ついて協議を行っております。そして、平成３１年度からは、

本市の課題であることが判明した「過大規模校対策」、「新設

校について」をテーマに継続協議を重ねてまいったところで

す。前回の令和３年１２月１５日の協議では、新設校の校種

と、令和９年度開校を目指すこと、それから学校のおおよその

位置について合意に至っておったところでございます。 

 今年度、第１回となる本日の会議では、この新設校につきま

して、より具体的な内容を教育委員の皆様と協議してまいりた

いと考えております。 

 何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 

３ 報告 

    香田：本日の日程ですが、会議次第に記載のとおり、本年度も継続し

て、現在の本市における喫緊の課題である「新設校について」

をテーマに協議をしていただきたいと考えております。 

 時間は１８時３０分までの１時間半を予定しています。 

 会議参加メンバーは、次第及び席次表のとおりでございま

す。 

 事務局を含め市執行部へのお願いですが、最初に発言をされ

る際に、所属部署とお名前を言ってください。 

 これから先の協議事項については市長の進行でお願いいたし

ます。 

 

４ 協議 「新設校について」 
    市長：それでは、早速本日の協議に入ってまいります。 

 先ほども申し上げましたとおり、前回の協議において、校種

と令和９年度開校、そのおおよその場所について合意に至って

おったところでございます。 

 市民の皆様も御承知のように、本市では、地域に偏りのある

人口の増加に伴い、児童生徒数が急増している校区がございま

して、その対応が喫緊の課題となってまいりました。 

 教育活動に必要な教職員、教室、運動場、特別教室、備品等

の確保、英語教育、ＩＣＴ教育、福津市全体を舞台とした体験

学習など、ハード・ソフトの両面で、子どもたちの教育は考え

ていく必要がございます。 

 本日も、本市の子どもたちが生き生きと学ぶための教育環境
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をどのように確保していくかについて、教育長や教育委員の皆

様と一緒に考えてまいりたいと思います。 

 まず初めに、これまでの経緯につきまして、事務局から説明

をお願いいたします。 

  赤間部長：福津市教育部の赤間と申します。 

 私から新設校建設に係るこれまでの経緯について説明をさせ

ていただきます。 

 教育委員会としましては、小学校２校が過大規模校、中学校

１校が大規模校の現状を踏まえ、これまで教育懇話会、通学区

域審議会での審議、学校運営協議会や教職員、ＰＴＡ役員会と

の意見交換を行い、過大規模校の緩和について複数の場所を候

補とした校種や校区について、協議・検討を行ってまいりまし

た。 

 新設校を検討する際に教育的な視点から、「小中９年間の学

びの連続性」や「コミュニティ・スクールへの影響面」、そし

て、「校区再編による子どもや保護者への影響面」を考慮する

こと。また、建設する場所が「人口密集地に比較的近い地域で

あること」や、「人口増加が見込まれる地域で学校建設に必要

な広さの土地の確保が見込める地域であること」を大切な要件

として、校種の規模や用地の選定を行いました。 

 では、中学校１校を四角地区に、小学校１校を宮司地区に新

しく建設することについて、校種ごとに選定した理由を説明い

たします。 

 １つ目は中学校についてでございます。 

 現在の福間中学校は１，２００人規模の施設となっています

が、今後も生徒数は増加する推計となっており、過大規模校化

は避けられない状況となっています。 

 令和６年度から３１クラス以上の過大規模校となり、令和１

３年度頃にピークを迎え、そのときは１，８００人を超える生

徒数になると推計しています。 

 仮に新設校を建設できなければ、約２０年以上にわたり過大

規模の状態が続くと見込んでいます。 

 このような状況は、様々な場面、特別教室の利用であった

り、部活動や特別活動などにおいて生徒の活動が制限されるこ

とになり、公教育の機会均等の観点から問題であること、ま

た、通学時の交通安全上の危険性も大きくなることが想定され

ます。 

 さらに、福津市以外の学校との学校間の格差をもたらすこと

に加え、市内における中学校の公正で質の高い学びや、高等学

校進学への影響も懸念されます。 

 福間中学校から市内の他の中学校へ通わせることも過大規模

校対策の１つと考えられますが、これには大きな校区再編が伴

います。 
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 これまで通っていた学校から強制的に他の学校に通わされる

ことになる生徒や保護者の不安などの心理的な不安が生じるこ

と。そして、これまで学校と地域で築き上げてきたコミュニ

ティ・スクールも大きく影響を受けることになります。 

 このため、大規模な校区再編はできる限り避け、校区再編が

もたらす影響を可能な限り最小限となるように、同じ校区内で

新設校の候補地を選定することが望ましいと考え、学校建設に

必要な広さの土地が確保できる四角地区に新設校を建設するこ

ととしました。 

 四角地区に中学校を建設することによって、福間南小学校が

分割校となり、福間中学校と四角地区の新設中学校の２つの中

学校に通うことになりますが、福間中学校校区で学校の経営方

針やグランドデザイン、目指す子ども像などを共有すること

で、９年間の連続した学びが可能となり、コミュニティ・ス

クールの継続や地域との連携へ与える影響も比較的小さく済む

と考えました。 

 次に、小学校について説明いたします。 

 既に過大規模校化している福間小学校は、今後も児童数の増

加が続くと見込まれている中、周辺の西福間・宮司地区の児童

生徒数が増加傾向となっています。 

 また、法改正により、４０人学級が段階的に３５人学級に移

行することに伴い、クラス数が不足してくること。さらに特別

支援学級も増えてきているため、教室不足は深刻な状況になる

と想定されます。 

 このため、早急に教育環境の改善を図る必要があり、過大規

模を緩和するためには、分離新設することが必要と判断しまし

た。 

 また、津屋崎小学校が既に大規模校となっており、今後も児

童数の増加が見込まれることから、福間小学校校区の一部と津

屋崎小学校校区の一部を合わせる校区を編成することで、両校

の緩和の効果が期待できると考えました。 

 さらに、津屋崎中学校へ進学させることで、福間中学校の緩

和と新設する小学校から中学校までの９年間の連続した学びが

可能となります。 

 以上の理由から、教育委員会としまして、福間中学校の校区

内に中学校を１校。津屋崎中学校の校区内に小学校を１校建設

することが、過大規模緩和の効果が期待できると考え、「福間

中学校校区内で学校建設に必要な広さの土地の確保が見込める

四角地区に、適正な規模の中学校を１校。人口増加、児童生徒

数の増加が見込まれている西福間、宮司の周辺に小学校を１

校」建設することが最適であるという結論に至りました。 

 昨年度の令和３年１２月１５日に開催しました総合教育会議

において、教育委員会の要望に対して協議させていただき、新
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設する学校は、小学校１校及び適正な規模の中学校を１校とす

る校種の方向性について、市長と教育委員会が合意し、令和９

年度開校を目指すことになりました。 

 その後、令和４年１月２０日の臨時議会において、必要な補

正予算を計上させていただき、具体的な建設箇所や学校規模、

校区などについて整理し、新設校に関する基本計画を策定させ

ていただきました。 

 経緯の説明は以上です。 

  城野課長：教育総務課の城野と申します。 

 私から引き続き学校の基本計画について説明をさせていただ

きたいと思います。 

 基本計画につきましては、新設小学校及び中学校の建設を検

討するに当たり、通学区域審議会において検討していただきま

した校区に基づいて、児童生徒数や学級数、施設規模、スケ

ジュール、校舎等に関する概算事業費など、学校建設に関する

基本的な考え方を整理し、今後実施する基本設計、実施設計な

どを円滑に行うために、本年２月１５日から５月３１日までの

期間で業務を実施しました。 

 本計画に基づき、今後、用地の取得や整備に係る経費の算定

を不動産鑑定評価業務や測量設計業務等の調査業務において実

施し、本年１２月頃までに全体事業費を掴んでいきたいと考え

ております。 

 それでは、内容の説明をさせていただきます。 

 まず、新設小学校の校区です。校区については、通学区域審

議会に諮問し、答申を得て、小学校については、西福間５区、

宮司２区、宮司３区を校区としています。 

 児童数ですが、開校２年目の令和１０年度の約８４０人が

ピークで、その後急速に児童が減少していく見込みとなってい

ます。 

 学級数のピークは、２４学級と見込んでいます。 

 次に、新設中学校の校区です。校区は、光陽台１区、２区、

３区、南区、四角区、日蒔野１区、４区、５区、両谷区として

います。 

 生徒数は、開校５年目の令和１３年の約４６０名がピーク

で、その後緩やかに減少していく見込みとなっています。 

 学級数のピークは１２学級と見込んでいます。 

 配置、平面計画についてです。小学校の建設予定地は校区の

中心に位置し、必要な敷地面積が確保できる宮司２丁目、宮司

浜１丁目にまたがる農地としています。 

 現在の土地利用としましては、「概ね田んぼ」で、一部に太

陽光発電施設用地があります。 

 建設予定地に隣接して戸建て住宅、また、その東側に共同住

宅があります。その戸建て住宅と共同住宅の街区及びその街区
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の南側の街区については、計画地に含まないこととしておりま

す。 

 土地利用規制としては、西側が第１種住居地域、東側が、第

１種低層住居専用地域で、第１種住居地域の建蔽率は６０％。

容積率は２００％となっています。第１種低層住居専用地域の

建蔽率は４０％。容積率は６０％となっています。 

 どちらの地域も建物の高さの規定がある地域で、第１種住居

地域は１２メートル。第１種低層住居専用地域は１０メートル

となっていますが、第１種住居地域は高度地区で高さの定めを

しており、学校施設については、都市計画審議会の同意を得る

ことができれば、建物の高さの規定の適用を除外することが可

能な地域となっています。 

 小学校の規模については、２４学級の場合と１８学級の場合

の２案で検討しています。 

 これは、新設小学校が開校後、急速に児童が減少する見込み

であるため、２４学級を全て本設の校舎としたほうが良いか、

一部を仮設校舎として建てたほうが良いか、２案をそれぞれの

建設工事費や国庫補助の採択基準、建物のライフサイクルコス

ト、空き教室の活用方法などを含めて比較検討して決めていく

ために、２案で検討をしております。 

 規模設定としては、公立学校施設費、国庫負担等に関する関

係法令等の運用細目の小学校基準に準拠した規模を考えていま

す。 

 主要諸室の構成ですが、普通教室は７４平方メートルで、既

存校よりも広くとっています。これは情報端末の利用等を見据

え、学習机の規格が大きくなっていることを受けての対応で

す。特別支援教室については、開校後早い時期に空き教室が出

てくることも考慮し、普通教室の２分の１のサイズとしていま

す。 

 また、小学校、中学校に共通する内容になりますが、給食

室、プールは整備をせず、事業費の縮減をしたいと考えており

ます。 

 次に、配置の比較です。 

 配置計画としましては、西側の第１種住居地域のほうが東側

の土地よりも建蔽率、容積率や建物の高さの規定が緩やかなた

め、西側に校舎、東側がグラウンドという配置が優位で、その

中でも、Ｄ案が、普通教室からの眺望や近隣住宅への影響等を

考慮すると優位と考えており、Ｂ案、Ｄ案をベースに、一部を

仮設校舎とした場合でも敷地的には対応できることを検証して

います。 

 また、敷地の一番東側には学童保育所の用地も確保できるよ

うに検討をしております。 

 次に、新設中学校の建設予定地です。 
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 新設中学校の建設予定地は、四角区にある市街化調整区域内

で、造成面で有利な高台を中心に検討をしましたが、並行して

実施した土地所有者への意向調査の結果も考慮し、南側の田ん

ぼも一部含む農地としています。 

 土地利用規制としては、建蔽率が６０％、容積率が２００％

の規定はありますが、建築物の高さの規定はありません。 

 規模設定としては、公立学校施設費、国庫負担等に関する関

係法令等の運用細目の中学校基準に準拠した規模を考えていま

す。 

 主要諸室の構成ですが、中学校も普通教室は７４平方メート

ルで、既存校よりも広くとっています。 

 また、特別支援教室については、普通教室の２分の１のサイ

ズとしております。 

 なお、中学校は給食室、プールに加え、武道場も整備しない

こととしております。 

 次に、配置の比較です。 

 配置計画としましては、北側に校舎、南側にグラウンドを配

置する案が優位と考えています。 

 次に、概算工事費です。 

 概算工事費は、小学校で２案を算定しています。それぞれ校

舎の建設費、体育館の建築費、グラウンドの整備費を算出して

いますが、グラウンドの整備費には造成費を含んでおりませ

ん。造成後のグラウンドの整備やフェンスなどの外構、駐車場

等の整備等の費用を算出しています。 

 建物の建設費は、先進事例の設計書の単価を現在の単価に置

き換えて再積算したものに、各教室へのプロジェクターの設置

や、情報端末の充電のための設備、Ｗｉ－Ｆｉの設備を付加し

て算出したものに、今後の物価上昇見込みとして２０％を付加

して算出しています。 

 社会情勢等により概算工事費が非常に掴みにくい状況となっ

ていますが、今後も今年度発注が予定されている他市の事例等

も参考としながら、事業費の精査をしていきたいと考えており

ます。 

 次に、スケジュールです。 

 新設校の建設のためには、設計業務が１８か月、確認申請に

３か月、建築工事が２０か月を見込んでいます。これらの業務

の業者設定の期間を含め、令和９年４月の開校を目指すために

は、遅くとも来年の早々から事業に着手する必要があると考え

ております。 

 私からの説明は、以上でございます。 

    市長：ありがとうございました。 

 教育部長からはこれまでの経緯について、そして、教育総務

課長からは、基本計画の中身につきまして御説明をいただいた
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ところでございます。 

 それでは、ただいま御説明いただいた内容等につきまして、

確認に入ってまいります。 

 まず、この学校基本計画についての説明をいただいたわけで

すけれども、小学校が１校、そして、中学校１校建設での、い

わゆる教育的な効果につきましてどのようなことが考えられる

かということをお尋ねします。 

 教育長、お願いします。 

 大嶋教育長：小学校１校、中学校１校を建設する計画では、建設予定地を人

口密集地の近接に位置づけております。そうすることで、校区

再編を最小限にとどめることができます。校区再編を最小限に

とどめることは、児童生徒及び保護者の方の負担を減らすとと

もに、中学校区を基本とする小中連携コミュニティ・スクール

の継続発展に役立ちます。また、通学する児童生徒や校区内の

安全をはじめとする諸課題への対応に役立ちます。 

 さらに、建設予定地を人口密集地の近接に位置づけることに

よって、特に小学生は近くの学校に通うことができるので通学

時の安全確保にも役立つと考えております。 

 また、小学校１校、中学校１校を建設する案では、学校規模

の設定を小学校８００人規模、中学校４００人規模としていま

す。そうすることで、児童数が増加し続けている福間小学校の

過大規模校化を緩和することができます。 

 福間中学校につきましては、既に１，２００人規模の建て替

え校舎を建設し、これから２００人から３００人規模の仮設校

舎を増築する予定です。 

 その規模を最大限活用するとともに、その対応を行ってもな

お不足する規模に合わせた４００人規模の中学校を建設するこ

とによって、過大規模校を緩和することができると考えており

ます。 

 特に中学校の過大規模校化を緩和することにより、生徒指導

上の課題解決や教育の機会均等の実現、そして、進路保障に役

立つと考えているところでございます。 

    市長：分かりました。 

 ただいま小学校１校と、適正な規模の中学校１校を建設する

教育的な効果につきまして御説明をいただきましたけども、こ

の案は、今後児童数が１８００人近くまで伸びてしまう福間小

学校と福間中学校の過大規模を緩和する案でございます。ここ

で、現在も大規模校化しており、今後も児童数の増加が見込ま

れる福間南小学校の過大規模校対策についてはどのように考え

られるかということをお尋ねいたします。 

 それでは、大嶋教育長。 

 大嶋教育長：福間南小学校の過大規模校への対応・対策につきましてでござ

います。 
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 福間南小学校の児童数のピークは令和７年度と想定しており

ます。 

 一方、新設校は令和９年度の開校を目標としており、ピーク

を過ぎた時期となります。 

 福間南小学校は既に過大規模校であります。適正規模の児童

数８４０人に戻るのは、令和２７年以降と推計をしているとこ

ろでございます。 

 そのため、福間南小学校につきましては、ハード面とソフト

面の両面からの支援によって、学校の教育環境の改善を図って

いきたいと考えております。 

 ハード面では、校舎（西棟の４教室分）の増築、理科室の改

修、プール跡地の活用を考えているところです。 

 日蒔野３号公園の利用も検討をしているところでございま

す。 

 ソフト面では、教職員の増員に取り組んでいるところでござ

います。福間南小学校の子どもたちにとって、全校児童数が非

常に多いことによって、運動や遊びの場所や回数が制限され、

とても少なくなってしまうこと、特別教室での学習の機会が少

なくなってしまうことが大きな負担となっております。その負

担を軽減するために、運動場や遊び場、特別教室を確保する

ハード面の支援に力を尽くしていきたいと考えております。 

 また、授業や行事、校務などで非常に多くのことに対応され

ている先生方にとって、子どもたちへのきめ細やかな指導や、

見守り等を行き届かせることが強い願いだと思っています。そ

のために、教職員の数を増やすソフト面での支援にも力を入れ

ていきたいと考えております。 

    市長：はい。ただいまの過大規模校であります福間南小学校の現在及

び今後の対応について御説明をいただきました。 

 過大規模校の児童数が適正規模に戻るには令和２７年度まで

かかるということですが、少しでも子どもたちや、そして、先

生の負担を軽くするために、ハード面、ソフト面での整備のこ

とをただいま御説明いただいたところでございます。 

 それでは次にまいりますが、宮司に想定しております（仮

称）宮司小学校について、規模、候補地をどのように決めたの

かということを、改めてお伺い申し上げます。 

 教育総務課長。 

  城野課長： 福間小学校の過大規模校の緩和のためには、ピーク時の児童数

が多い西福間５区の児童が通うことができる新設校を建設する

ことが効果的だと考えております。 

 新設校の候補地としましては、西福間５区から通学が可能

で、かつ、おおむね２ヘクタールのまとまった土地が確保でき

そうな４つの土地を検討させていただきました。 

 １つ目が、宮司地区に隣接する手光地区の農地になります。 
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 ２つ目が、宮司１丁目のパチンコ店の南側の農地になりま

す。 

 ３つ目が、宮司４丁目、三辻参道交差点の北西側の農地にな

ります。 

 ４つ目が、最終的な候補地としました、宮司２丁目、宮司浜

１丁目にまたがる農地でございます。 

 この４つの候補地で比較検討をさせていただきました。 

 まず、１つ目の宮司地区に隣接する手光地区の農地と、２つ

目の宮司１丁目パチンコ店の南側の農地、この２つの候補地に

ついては、市街地から離れておりまして、５００人を超えると

思われる児童をどうやって安全に県道玄海田島福間線を渡らせ

て通わせるかという問題。それと、１つ目の、宮司地区に隣接

する手光地区の農地では、農業振興地域整備計画の変更、いわ

ゆる、農振の除外が、必要なことに加え、国が洪水浸水想定区

域に指定された市街化調整区域の開発行為の厳格化という方針

を打ち出したこともありまして、令和９年４月への開校が非常

に困難であるという問題があります。 

 ２つ目の、宮司１丁目のパチンコ店の南側の農地では、学校

に隣接してパチンコ店が隣接することが教育上ふさわしい環境

と言い難いという問題がございます。 

 ３つ目、宮司４丁目三辻参道交差点の北西側の農地ですけれ

ども、ほかの３つの候補地に比べて、確保でき得る面積が非常

に小さいということに加え、第一種低層住居専用地域でありま

して、建物の高さが１０メートルに制限されており、低層の建

物しか建てることができず、校舎等の建築面積が大きくなるた

め、グラウンドの確保が困難だという問題がございました。 

 それで、最後、最終的に候補地としました、宮司２丁目、宮

司浜１丁目にまたがる農地ですけれども、ここは西福間５丁目

から距離が一番近いことに加えて、用途地域が第一種住居地域

と第一種低層住居専用地域にまたがっており、第一種住居地域

では、３階建や４階建ての建物の建築が可能でありまして、グ

ラウンドの確保もめどが立つことから候補地として選定をして

おります。 

 この候補地は人口密集地に比較的近く、人口増加が見込まれ

る学校建設に必要な広さの土地があり、校区再編の影響も小さ

い地域と評価しております。 

 学校の規模については、候補地が宮司２区、宮司３区にまた

がる土地ですので、宮司２区、宮司３区及び西福間５区を校区

として、児童数の推計をして８００人規模。ピーク時では８４

４人の学校とすることとしております。 

 以上です。 

    市長：この（仮称）宮司小学校の規模、候補地をどのように絞って

いったのかということを詳細に４つ案を御説明いただきまし
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て、最適なのは４つ目の案ということでございました。 

 それでは、次に四角にできる中学校の規模、そして、候補地

についても併せてお尋ね申し上げます。 

 教育総務課長。 

  城野課長： 福間中学校区には学校建設に必要な広さのまとまった土地を確

保できる市街化調整区域は、四角区と花見の松林しかございま

せん。 

 それで、松林は、玄海自然公園で、かつ、防風保安林にも

なっていることから、学校の建設は困難で、事実上福間中学校

校区で市街化調整区域は四角区にしかございません。 

 四角区の市街化調整区域は光陽台に隣接して帯状に存在して

おりますけれども、市街地に比較的近いほうは幅が狭く、十分

な土地の確保が困難なので、少し入った造成面でも有利な高台

の部分を建設予定地としております。 

 規模につきましては、改築した福間中学校の施設が無駄にな

らないような規模としまして、４００人規模の中学校というこ

とにしております。 

 以上です。 

    市長：ありがとうございました。 

 小学校と中学校についての説明をいただきましたけども、最

初の基本計画の説明の中で、両校ともプール並びに給食室は造

らないということでございました。事業費の圧縮ということも

ありましたけども、もう少し詳しく、このプール、給食室など

を造らない理由について御説明をいただきたいと思います。 

 また、造らないことでどのように担保していくのかというこ

とも併せてお願いいたします。 

 城野教育総務課長。 

  城野課長：プールについては、既に福間小学校、福間南小学校で民間委託

を導入しております。 

 プールについては、全国的に民間への委託や、社会体育施設

の統合、複数校での統合などの動きが出てきております。 

 新設校についても、民間委託を念頭にプールを建設しないと

いうことにしておりますけれども、民間施設の受け入れ量や継

続性などを調査しながら、市内の小中学校のプールをどうして

いくのか、今後検討を進めたいと思っています。 

 給食については、既に津屋崎小学校、勝浦小学校は、津屋崎

中学校の共同調理場から配送しています。 

 市では、現在、津屋崎小学校に新たな共同調理場の整備を進

めておりまして、新設校の給食については、共同調理場からの

配送で対応したいと考えております。 

 以上です。 

    市長：ありがとうございました。 

 それでは、ここで少し視点を変えまして、基本計画の中には
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直接うたってはなかったんですけども、冒頭でも申し上げまし

たとおり、子どもたちの命、安心・安全を守るためにはこの環

境の整備が、この新設校建設においても大変重要なわけでござ

いますけども、この新設学校の安全面、これについて補足の説

明などがあればお願いします。 

 教育総務課長。 

  城野課長：お手元に配らせていただいている地図を見ていただいたらと思

います。 

 こちらが先月の５月２７日に福岡県が公表しております、手

光今川水系の洪水浸水想定区域図ということになります。 

 それと、ため池ハザードマップと高潮の浸水想定区域を配ら

せていただいております。 

 それでは、新設小学校建設予定地の安全性と整備方針につい

て説明をさせていただきます。 

 お手元、配布しておりますように、先ほど御案内した手光今

川の洪水浸水想定区域、高潮浸水想定区域の浸水想定エリアに

入っております。 

 また、禊池のため池ハザードマップにおいて、ため池浸水想

定区域のエリアに入っております。 

 この浸水想定区域図、ため池ハザードマップの公表の意図で

すけれども、近年の災害の激甚化を受けて、施設では守り切れ

ない事態を想定し、社会全体が災害のリスク情報を共有し減災

対策に取り組むことを目的として公表されております。 

 ため池ハザードマップは、ため池が決壊した場合に、迅速か

つ安全に避難するための参考資料として作成され、公表をされ

ております。 

 建設候補地の安全性に対する教育委員会の見解としては、豪

雨、高潮の洪水浸水区域図で想定しているような未曽有の災害

が発生するおそれがある場合には、事前に避難指示等が発令さ

れていると想定しておりまして、学校の活動中に児童が被災す

ることはないと考えております。 

 校舎等の施設につきましては、想定される浸水が上回るかさ

上げを行うことで被災を免れることができると考えています。 

 ため池の決壊による被害についても、校舎等の施設について

は、浸水被害と同様に想定される浸水を上回るかさ上げ等を行

うことで被災を免れることができると考えております。 

 しかしながら、ため池の決壊の原因には事前に予測すること

が困難な地震などが含まれているため、登下校中に児童が被災

する可能性は否定できません。 

 この点に関しましては、ため池の適正な管理とハザードマッ

プを利用し、いざというときに迅速な避難ができるよう、防災

教育の徹底が重要だと考えております。 

 これを踏まえまして、新設校の整備の方針ですけれども、候
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補地は洪水想定浸水区域、高潮浸水想定区域に指定されている

ことから、想定し得る災害規模の降雨等において、校舎が被災

することのないように、想定される水深を上回るかさ上げを行

うものとしたいと考えております。 

 なお、想定し得る最大規模の降雨を下回る雨であっても、手

光今川の計画規模の雨量を超える降雨があった場合は、周辺地

域で浸水被害の発生も懸念されることから、グラウンドについ

ては、雨水貯留機能を持たせて、周辺地域の被害の軽減を図る

ことを目指したいと思っております。 

 以上です。 

    市長：ただいま校舎の災害等が起こった場合の安全面の確保について

の教育委員会の考えをいただいたところでございますけども、

ただいま５月２７日という県の河川管理課ですかね、この発表

のことも述べていただきましたけども、この洪水浸水想定区域

というものについて、御質問などが委員さんからございますで

しょうかね。 

 では、半澤委員、お願いいたします。 

  半澤委員：教育委員の半澤です。 

 少しお伺いしたいんですが、先日の教育委員会でもお話が

あったんですけれども、なぜ今になって手光今川のこの洪水浸

水想定区域図、これが公表されたのでしょうか。 

    市長：これを発表いたしましたのは県でございますけれども、こちら

でも今現在捉えております情報を、また、その発表の経緯につ

きましてお答えしたいと思います。 

 総務部長、よろしいでしょうか。 

  大庭部長：総務部の大庭と申します。よろしくお願いいたします。 

 委員お尋ねの区域図の公表の経緯と理由でございます。 

 平成２７年の水防法の改正により、浸水想定が計画規模から

想定し得る最大規模へ変更されております。福岡県では、水防

法で指定されている４１河川、市内では西郷川が洪水浸水想定

区域として公表されておりました。 

 その後、令和元年の台風１９号。いわゆる、東日本台風など

により、浸水被害が相次いだことを受け、水防法で指定されて

いない小規模河川についても、リスクを評価し、水害リスク情

報の空白地を解消するため、令和３年７月に水防法が改正され

ております。 

 その際、手光今川のような小規模な河川につきましても、洪

水浸水想定区域図の作成が義務づけされております。 

 これによりまして、福岡県が先月５月２７日に公表を行った

ところでございます。 

 以上でございます。 

    市長：委員様から、これに関しましてその他御質問や確認されたいこ

とはございますでしょうか。 
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 青木委員、お願いします。 

  青木委員：初めてこの洪水浸水想定区域図を見たんですけど、もう少し具

体的に内容について説明していただければと思います。 

    市長： 総務部長、お願いします。 

  大庭部長：内容についてお答えいたします。 

 洪水浸水想定区域図でございます。水防法の規定に基づき、

洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、水災による被害の軽減

を図るため、手光今川が氾濫した場合に、浸水が想定される範

囲と水深などを示すものでございます。 

 洪水浸水想定区域図が公表された場合、市はハザードマップ

等で住民などに説明しなければならないとされており、対象と

なる地域の住民の方々に対しては５月末より、郷づくり及び自

治会に対して、個別に説明を行い、回覧のお願いを順次実施し

ているところでございます。 

    市長： 先ほど、教育総務課長からこの対応について、ハードの施設面

の対応について御説明いただいて、その中でかさ上げとか、も

しくは、この運動場については貯水機能を持たせるためにそう

いう対応も考えているということでありました。その中でため

池のことに触れまして、このやはり風雨水害だけでなく、突然

起こり得る地震、これについての対応はしっかりとこの迅速な

避難もできるような防災教育の徹底も重要であるという認識の

御説明がございましたけども、改めまして、この児童生徒の安

全のための本市のこれまでの、また、これからの防災教育の取

組について、逆に私から委員様にお尋ねをいたします。 

 半澤委員。 

  半澤委員：福津市のコミュニティ・スクールには、各中学校区にそれぞれ

特色がございますが、防災教育といえば、津屋崎中学校区の柱

になります。 

 平成２３年の東日本大震災を受けて平成２４年度から２６年

度に、福岡県の防災教育の指定を受けた同校は、これまで様々

な独自の取組を行ってきております。ここ２年程はコロナ禍と

いうことで控えておりましたが、それまでは郷づくりの方々な

ど地域と合同で行う防災訓練では、土曜日授業を当てて、実際

に自宅から避難所までの避難行動とか炊き出しの訓練などを

行ってまいりました。 

 小学生は、まず自分を守ること。中学生は、それに加えて共

に助け合うということをキーワードにしまして、目標を明確化

し、それに沿ったカリキュラムづくりをしております。 

 特に私が良いなと思った点ですが、改まって防災の授業とい

う形にするのではなくて、年間のカリキュラムの中で、例えば

理科だったら、地震の授業のときに防災の話を併せてするだと

か、国語や英語なら、避難を促すアナウンスの文面を考えるだ

とか、家庭科の授業で非常食を作るというような、各教科でで
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きることを取り入れているところがとても良いなと思いまし

た。 

 そうすることによって、自然に何度も子どもたちが防災につ

いて身近に考えられる、そんな機会をつくってあるところです

ね。 

 修学旅行で訪れた阪神淡路防災センターでは、津中生たちの

質問の活発さにセンター職員も驚かれたほどだったそうです。 

 津屋崎地区では海が近いので、被災地の環境と似た部分もあ

ることから、お仕着せではなく、生徒たち自らの他人事ではな

いという意識の高まりが、先生方からも見て取れたということ

でした。 

 平成２９年度に津屋崎小学校、令和３年度に津屋崎中学校共

に防災教育で総理大臣賞までいただいており、その取組が全国

的に認められたことは大変うれしく誇らしいことだと思いま

す。 

 新設小学校は、郷づくりとタッグを組んでいくことになるわ

けですが、津屋崎区域の郷づくりはこのような長年の活動経験

がありますので、頼もしく防災教育を御指導いただけるのでは

ないかと考えております。 

 また、先ほど事務局の説明にもあったように、新設校には雨

水貯留機能というものを持たせることが計画されております。 

 文部科学省から出されております学校施設の水害土砂災害対

策事例集というものがございまして、この中に載っているんで

すが、大阪府の寝屋川市立西小学校とか、交野市立交野小学

校、東京都の第二亀戸小学校などでも行われているものでし

て、雨水を一時的に校庭にためられるようにしまして、河川や

下水道への急激な流れ込みを抑えるということで、地域の浸水

被害を防ぐ効果をもたらすものでございます。具体的には、グ

ラウンド全体を受皿にするものとか、校舎や校庭の地下に貯留

タンクを設けるものなどがありますが、どのようにするかとい

うのは今後検討していくことになると思います。 

 新しい学校が建つということは、地域の活性化につながりま

すよね。併せて防災機能も兼ね備えていると、地域にとっても

良いことじゃないかなと思います。 

 一方で、グラウンドの水はけが悪く、体育や部活動の支障に

なるということがないように、しっかりと考えていく必要があ

るなと思っているところでございます。 

 以上です。 

    市長：ありがとうございました。 

 特に、津屋崎中学校の校区におきまして、既に先進的に取り

組まれた防災教育、小学校も中学校も総理大臣表彰まで受け

た、これまで培われてこられた防災教育について、詳しく御説

明をいただいたところでございます。 
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 それでは、ここでまた戻ることにもなりますけども、小学校

１校、中学校１校の建設を目指しているわけです。 

 その教育的な効果につきまして、先ほど大嶋教育長より御説

明いただきましたけども、再度この小学校１校、中学校１校建

設での、いわゆる教育的効果について、委員さんからどなたか

御説明をいただければと思います。 

 今村委員、お願いします。 

  今村委員：教育委員の今村でございます。 

 昨年の１２月１５日に、市長と教育委員会の総合教育会議

で、小学校１校、中学校１校ということで合意したということ

で、非常にうれしく思っています。 

 本日、教育長から小学校と中学校、それから、教育総務課長

や部長からも、具体的に場所と、それから、学校の規模、予

算、そういうものについて具体的に提示されて、これでまた一

歩進んだということで大変うれしく思っています。 

 ただ、先程市長が言われたような教育的な効果が非常に大事

だと思いますので、私からはコミュニティ・スクールですね。

福津市は全国にも先駆けてコミュニティ・スクールを実施して

いる場所であります。小学校、中学校、それから、地域、小中

の連携、それから、学校と地域と家庭の連携、それがうまく組

み合わさって初めてコミュニティ・スクールというのが成り立

つと思います。それで、今年で確か１５年目になるんじゃない

かと思いますけれども、今年は新化期の２年目ということで、

まず小中一貫の強化、それから、もう一つは、統括コーディ

ネーターの配置、統括コーディネーターというのは、中学校区

に１人いて、３人いらっしゃるわけですが、このコミュニ

ティ・スクールの推進を小中併せてやる、具体的に推進してい

く方です。そういう方を配置しましたし、こういうコミュニ

ティ・スクールが一層新化していくような学校建設でなければ

いけないと思っています。 

 そういう意味で、教育長も言われましたように、四角に中学

校を造るということは、現在の南小と福間中のコミュニティ・

スクールをさらに発展する形で四角に中学校を造るという形に

なると思います。 

 それから、宮司も新しい宮司地区の１つコミュニティ・ス

クールができて、そこの小学校の児童が津中に進学すること

で、津中はまたコミュニティ・スクールの小学校が１つ増え、

現在行っている中身をさらに新化させていけるんじゃないかな

と、そういう意味で、小学校１つ、中学校１つの新設について

具体的に話が進んだことを、私は非常にうれしく思います。 

 以上です。 

    市長：ありがとうございました。 

 先ほどの大嶋教育長の説明を少し補足する形で御説明をいた
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だきました。 

 先日も多くの地域の皆様に御出席いただきました、コミュニ

ティ・スクール説明会、学識経験者が御説明する場をカメリア

で開いていただきまして、このコミュニティ・スクールは、ま

さに現在新化期ですけども、これをさらに発展させるための新

設校の建設でなければならないということで、コミュニティ・

スクールとして、どのように新化させていくのかということと

思います。 

 また、少し時間が許せば再度御確認させていただきたいと

思っておりますけども、これまでの説明の中で、条件として優

位性が高かったと思われる学校の建設の場所、私も実際そう

思っておりますが、校区再編を最小限にとどめるためというこ

とがこれまでもずっと論点としてありましたけども、校区再編

がこの案で最小限になるということで、これにつきまして、教

育委員さんからの考えや御意見があればと思います。 

 農﨑委員。 

  農﨑委員：教育委員の農﨑です。 

 先ほど、教育部長からこれまでの経緯の中でも説明がありま

したが、教育懇話会、通学区域審議会の答申でも、校区再編は

最小限にすることが求められています。 

 実際校区が変わることは、生徒や保護者の不安など、心理的

な負担がとても大きいです。 

 今回の学校基本計画では、人口密集地の近接に学校を建設す

ることにより、近くの学校に通えるので、保護者としても通学

時の安全確保になると思っております。 

 以上です。 

    市長：ありがとうございました。 

 開始から６５分ぐらいが経過しておりますけども、少しずつ

まとめに入っていきたいと思っております。 

 本日教育長をはじめ、各教育委員さんからも御発言をいただ

きましたけども、本日御協議していただきました議題につきま

して、補足での御説明や、お考え等、また、その他の委員様か

らもいただければと思いますが、いかがでございましょうか。 

 青木委員、お願いいたします。 

  青木委員：事務局と教育長から、細かくいろいろ説明があり、重なること

も多いですけれども、現在の過密の状況というのは、やはり生

徒たちに教育の機会均等というのが実現できていないような状

況というのが本当に深刻になってきているというのと、前回小

学校の校長先生方からの切実なお話も聞かせていただいて、先

生たち本当に頑張ってありますけれども、いつ過労で倒れるか

分からないような、そういう状況にもきているということを、

本当に真剣なまなざしで述べられていたのが今でも目に焼きつ

いております。 
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 何とか学校の過密を解消するために、現在小学校１つ、中学

校１つということで話が進んでいるわけでありますが、先ほど

市長も言われました、カメリアホールでのコミュニティ・ス

クールのグランドデザインの説明会。私も参加させていただき

ましたけれども、このコミュニティ・スクールが始まったと

き、私も郷づくりに入らせていただいて、ＰＴＡの立場から担

当させていただいていたのですが、なかなか今まで学校と地域

がつながって活動するというようなことは難しかった頃から、

このコミュニティ・スクールというものが始まって、最初はど

うやって関わったらよいか分からないという状況だったと思い

ますけれども、それが、新化期に入ったということで、各学校

で行われている取組、あるいは、今までの成果を聞かせていた

だいたんですけども、かなり進化したなというのを実感させて

いただいき、そういうことが防災教育の表彰にもつながって

いったんじゃないかということを、本当に頼もしく思いまし

た。 

 また、新しい学校ができたとして、この軌道に乗って、新設

校でもこのコミュニティ・スクールの進化というのは進んでい

くんじゃなかろうかということを感じた会でありました。 

 本日は、洪水の浸水想定区域のお話も聞かせていただいて、

これを基に防災教育ということがさらに進化していき、子ども

たちの意識の高まりにも、つながっていくような、そういう取

組を学校でしていただければなということを感じたところであ

りました。 

 また、皆さん気にされている南小学校の過大規模への対策と

いうことですけれども、これも教育委員会として、先生方の確

保、それから、施設面の充実というようなことももちろん教育

の機会均等という面からは取り組まなければならない問題かな

と思いました。 

 子どもたちの将来というのは、福津の未来を動かしていく大

切な人材ですので、東洋のペスタロッチと言われていた安部清

美先生のお言葉、皆さん何度も聴かれておると思いますが、

「一人の子を粗末にするとき、教育はその光を失う」というそ

の言葉の内容を考えましても、子どもたちに十分な教育を受け

てもらう環境づくりというのも、市としても早急に進めて、本

当に１日でも早いこの解消につながることが、「住みよい街福

津」から、「住みたい街福津」へとさらに進んでいき、地域の

方々、教育の問題というのは大切なことだということを理解し

ていただくということが大切じゃなかろうかと思いました。 

 以上です。 

    市長：様々な面から只今青木委員にお考えをいただいたところでござ

いますけれども、もう少し時間もございます。私もまとめとし

ていろんな今後懸念されることや、解消していかなければいけ
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ないこと、そして、市民の皆様に御説明していかなければいけ

ないことなども考えながら委員の御意見を伺っておりましたけ

れども、教育長よろしければ、何か補足やいろんなお考えがあ

りましたらお願いいたします。 

 大嶋教育長：小学校１校、中学校１校を建設する教育的効果ということを、

今回の説明やお話で確認もしっかりとすることができたのでは

ないかなと思っておりますし、ただいま青木委員からもありま

したように、子どもたちの教育環境という面で考えたときに、

福間南小学校の過大規模校対策についても、ソフト面、ハード

面からしっかりと取り組んでいくということをもう一度ここで

確認することができたことはとてもよかったのではないかなと

思っております。 

 また、子どもたちの安全ということは教育的にも非常に重要

なことでございます。 

 浸水想定区域のことにつきましても、教育委員会として、あ

るいは市としてしっかりと整備をする方向で考えて、安全を

守っていく、そして、防災教育にも力を入れていくということ

で、しっかりと取組を進めていければとさらに考えをはっきり

と持つことができましたし、また、気持ちを引き締めないとい

けないという強い思いを持たせていただいたところでございま

す。 

 以上でございます。 

    市長：それでは、現在始まりまして１時間１５分が経過しようとして

おりますけども、本日の総合教育会議での議論を踏まえ、私の

考えを述べさせていただきたいと思います。 

 昨年の１２月の総合教育会議で教育長から最後のほうであり

ましたが、おおよそ想定されるこのエリアに、要は宮司、四角

ですね。小学校と中学校ということで進めさせていただきたい

というのがあって、あれから半年がたちます。 

 それまで市の内部的な協議にはいろいろ参加させていただい

ておりましたけども、現在考えられる予算等も教育委員会とし

て十分考慮した上での最適な案ということで、より確度の高い

事業費が出てくるのは１２月ぐらいになるわけですね。 

 基本設計、実施設計と進んでいきますが、今回は民有地が場

所として想定されておりますので、その土地の価格をしっかり

と出すために、測量もですが鑑定も必要ですよね。なので、本

日の協議の場は、この事業費も含めたところ、また安全面を確

保するための一つの経過の御報告ということで、この総合教育

会議をもちまして、現在つまびらかにできるところを開示させ

ていただいたところでございます。 

 また、どうしてこの場所に小学校なのか、どうしてこの場所

に中学校なのか、そして、南小学校についてはどう考えている

のかについて詳しく御説明をいただきました。当然昨年１２月
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までの間には、特にこの場所に小学校を造ってはどうか、もし

くは、学校を造らないで校区再編で済む案を検討するのはどう

か。南小学校については、過大規模を緩和するための新たな小

学校の建設がこの場所では考えられないか。そういった場合校

区はどうなるのか。そういうところも詳細に検討した上で、や

はり南小学校がありますこのエリアにつきましては、小学校よ

りも中学校ではないかと。また、福間小学校の校区では、福間

中学校の緩和も併せて考えられる新設の小学校ではないかと。

この事業は、本当に市民の皆様からの大切な税金で建設する巨

大な公共事業でありますので、説明がしっかりできるようにす

る。そして、今後福津市の子どもたちにとって、学びよい環境

について考えた結果が、１２月に続いての今回の案でございま

す。 

 ただ、今後も市民の皆様、地域の皆様においては、様々な御

意見や御質問や御不満、御懸念もあろうかと思います。そこに

は、この総合教育会議のメンバーである私と、そして、教育長

はじめ教育委員の皆様がしっかり覚悟を持って、説明したり説

得したりする必要があろうかと思います。 

 本日の総合教育会議をたたき台といたしまして、今後市民の

皆様に御理解と御説明をしていかなければいけないという、そ

ういう意味では、本日がスタートでありますので、どうぞよろ

しくお願い申し上げたいと思います。 

 新たに、県の発表によりまして心配が一部出てまいりました

この浸水想定区域についての対応についても、本日は御説明の

機会を設けさせていただいたところでございますけれども、大

きな災害があったときにしっかり対応できるハード面の整備、

並びに防災教育をさらに進化させることが１つ。 

 もう１つは、２１年前の大阪教育大学の附属池田小学校の大

変悲惨な事件のことを、先日新聞やメディアでも大きく報道さ

れており、今でも７００名ぐらいの方が集まられ、子どもたち

が亡くなったことを追悼し、そして、改めてその祈りと誓いを

この町が新たにしたという、そういう報道がございました。重

ねてですが、私たち大人には子どもたちの安全や安心や命を

守っていく義務がありますし、市と教育委員会、行政に課され

た責務であります。 

 この点を、本日この場をお借りし、認識を確認いたしまし

て、今後の過大規模校解消のため、そして、どこに住んでいて

も子どもたちが平等に、安心して落ち着いて勉強ができ、放課

後の部活動等も全力で取り組め、また、特に小学校は少しでも

時間が空いたら、昼休みだけでなく、伸び伸びと校庭を走り回

れる。遊びまわれる。そういう環境の整備が必要だと思ってお

ります。志を持って未来をたくましく切り開く教育というの

を、本市の教育ではうたっております。これを何度も言います
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が、我々しっかり使命感、覚悟を持ってこの施策に特に注力い

たしまして、事業を推進していきたいと思っていますので、何

とぞよろしくお願い申し上げます。 

 何か委員様でございますでしょうか。感想はよろしいです

か。 

 今村委員、どうぞ。 

  今村委員：先ほどコミュニティ・スクールのことについて申し上げました

けど、去年の６月でしたかね、文科省主催の教育委員の研修会

がオンラインでありました。その際に、様々な分科会をオンラ

インで行ったのですが、全国の市町村の教育委員さん、教育長

が分野別に分かれて、例えば、コミュニティ・スクール、働き

方改革など様々なテーマがありました。私が参加したのはコ

ミュニティ・スクールについて７つの市町村の方との情報交換

でした。 

 一言で言えば、福津市はコミュニティ・スクールについては

すぐれているなと思いました。 

 というのは、例えば、ある市町村の教育委員さんが、自分の

ところは非常に転勤が多くて、いわゆる学校と地域と親とのつ

ながりがなかなかできにくいとおっしゃっていたんですよ。ほ

かの地域は進んでいるところもあるし、全くやっていないとこ

ろもありました。 

 文科省がコミュニティ・スクールを推進するように、各市町

村の、県を含めて教育委員会に通達していると思うんですけど

も、せっかく福間津屋崎地区は、こういうコミュニティ・ス

クールが進化している状況で、しかも地域に根づいている。そ

して、かなり住宅が密集しているというところを生かして、住

宅の密集近隣地域に小学校、中学校を造ってコミュニティ・ス

クールを進化させていくことが非常に大事だなと思いました。 

 それで、その研修の後、ほかの市町村から資料を見せてほし

いと、福津市がどうしているのか見せてほしいというような連

絡もありました。 

 以上です。 

    市長：日頃他の市町村などの教育委員さんたちと一緒に教育のことを

学ぶ機会の体験について御説明をいただきました。 

 教育委員の皆様、今後ともよろしくお願いいたします。 

 ほかございますか。委員様。よろしいですか。 

 それでは、間もなく開始いたしまして１時間半が経過しよう

としておりますので、この辺で本日の総合教育会議は閉めさせ

ていただきたいと思いますけども、様々御意見をいろいろ頂戴

いただきましてありがとうございました。 

 ほかに御意見や御質問がないということでございますので、

協議事項については以上で終わりとさせていただき、この進行

をまちづくり推進室にお返しいたします。 
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    香田：本日も様々な御意見をいただき、ありがとうございました。 

 

５ その他 
 

６ 閉会の宣言 
    香田：以上をもちまして令和４年度第１回総合教育会議を終了させて

いただきます。 

 次回については、詳細が決まりましたら改めて御案内をいた

しますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日はありがとうございました。 

 

 


